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研究成果の概要（和文）：　本研究では、実施する教師の負担を軽減するために、新たな手法を用いた感情教育
プログラムを開発した。このプログラムの教育効果を評価し、インプリシット感情とエクスプリシット感情が情
動焦点型コーピングに与える影響を検討した。研究は小学校5,6年生を対象に実施した。その結果、本プログラ
ムは、インプリシットとエクスプリシットの両感情を効果的に高めることが明らかとなった。さらに、インプリ
シットな正感情の得点が低いほど、特に、エクスプリシットな正感情の得点が高いほど、感情の同定への影響が
より高まることが示された。

研究成果の概要（英文）：　　This study developed an emotional education program designed to 
alleviate the burden on teachers. We evaluated the educational efficacy of this program and 
investigated the impact of implicit and explicit emotions on emotion-focused coping strategies. 
Participants included 5th- and 6th-grade elementary school students. The results revealed that the 
program effectively enhanced both explicit and implicit affect. Furthermore, students with lower 
implicit positive affect scores exhibited greater improvement in emotion identification, especially 
when their explicit positive affect scores were higher.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 教育プログラム開発　潜在的感情　顕在的感情　感情教育　ストレス・コーピング　ユニバーサル予防

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　感情教育プログラム「感情の理解と対処の育成」は一定の科学的成果をあげていたが，これまでの効果検証
は，本プログラムが育成する情動焦点型コーピング(emotion-focused coping)の対象となるエクスプリシット感
情の意識下にあるインプリシット感情の動き捉えていない欠点を有していた。感情教育介入による両感情の影響
の一部を明らかにした本研究は、学術的な意義があると言える。
　また、感情へのコーピングスキルは健康や適応に影響を及ぼすことが示されており、教育現場で教師がより簡
便に実施できるプログラムの開発は社会的意義があると言えよう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
内田・山崎(2012)は，小・中学生を対象とした感情教育プログラム「感情の理解と対処の育成」
を開発した。感情は我々の認知面，行動面へ多分に影響を与える(e.g., Goldman et al., 1996)な
ど，脳科学や心理学の各領域からその重要性が明らかになりつつあった。このプログラムは，近
年の非意識の機能を強調する隆盛の中，非意識と意識の効果的な連動を理論的背景に持つ学校
予防教育プログラム「トップ・セルフ」(TOP SELF: Trial Of Prevention School Education for 
Life and Friendship)の理論をベースに開発された(山崎他, 2011)。内容はストレス・コーピング
(stress coping)のうち，情動焦点型コーピングに対する教育を，感情の同定 (emotional 
identification)，理解(emotional understanding)，そして対処(対応)(emotional regulation)の３
領域から理論的かつ階層的に構成している(内田・山崎, 2012)。開発後は多くの学校で実施され，
その科学的成果を確認していた(e.g., 福田他, 2013)。 
しかし，効果評価の欠点として，情動焦点型コーピングの対象となる感情，特に意識下にある
感情の動きを十分に捉えることが出来ていない点があげられた。近年，意識下にある感情の機能
が強調され，その一部はインプリシット感情(IA)として測定され始めていた(Quirin et al., 2009)。
そして，エクスプリシット感情(EA)のみでは明らかにされなかった知見や，両感情の相互作用が
健康・適応に及ぼす影響が明らかにされつつあった(e.g., Quirin & Lane, 2012)。 
そんな中，Uchida et al.(2016)では小学生を対象にプログラム実施前の IAが教育効果に及ぼ
す影響を検討した。その結果，男子におけるインプリシット正感情(Implicit Positive Affect: IPA)
と負感情(Implicit Negative Affect: INA)の高さが，コーピングの「感情への対処」スキル向上
や，学校適応の「友人関係」や「承認」の向上をもたらす教育効果を確認した。ただし，本結果
は試験的に行われた検討であり，測定法やプログラムの精度の問題，そして EAと IAの変化を
直接的にとらえる課題が残されていた。EA は IA により発生するベースをもつため，両者に乖
離がある場合，EAに働きかける本プログラムの効果は半減することが予測された。プログラム
実施における両感情状態の変化を詳細に捉えることは，より教育効果の高いプログラムへの改
訂につながる可能性があった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では感情教育介入による情動焦点型コーピングの変化に与える IAと EAの影響を明ら
かにすることを目的とした。そのために，IA の測定が可能な児童用尺度の標準化と，検証精度
を高めるための同プログラムの改定を行うこととした。以下，その詳細を大きく 3 点に分けて
記す。 
①児童用インプリシット感情・測定ツールの標準化 内田他(2014, 2016)は小学校における予
防教育プログラムの教育効果測定用として，既に児童用のインプリシット感情(IA)測定ツールの
開発に着手していた。しかし，これまでに信頼性と妥当性はその一部確認が出来たものの，特に
妥当性において課題を残している状況であった。よって，本研究では更に精度高く測定するため
の標準化作業を行う。 
②感情教育プログラムの再作成 本研究の検証精度を高めるためのプログラム改訂を行う。
山崎他(2018)は精度を高めるための重要な改訂ポイントのひとつとして，現場の教員が実施する
際の簡便性をあげていた。また，国外でもユニバーサルな教育実施や効果にかかわる教材，時間
そして実施する人員などのコストの問題が指摘されていた(Hunter et al., 2018)。学校現場で円
滑に実施可能な教育プログラムの提供は，よりプログラムの実施精度を高め，ひいては本研究の
因果推定精度をも高めることにつながることが予測された。 
③IA と EA が感情教育プログラムの介入効果に与える影響 本プログラムが教育のターゲッ
トとする情動焦点型コーピングの変化に，対象とする EAとその発生にかかわる IAの高さがど
のような影響を与えるのかについて詳細な検討を行う。Uchida et al.(2017)は，大学生を対象と
したインプリシット感情の基礎研究において，IPAと INA両感情の高さが抑うつを低減するこ
とを確認した。先述のUchida et al.(2016)の知見も加味すると，プログラムの実施はインプリシ
ットな感情価の高まり(higher affectivity)をもたらし，後の健康や適応を高める可能性を持つ。
また，EAは IAにより発生するベースをもつため，IAと EAの乖離の少なさも，よりプログラ
ムの効果を高める可能性を持つ。 
 
３．研究の方法 
 
＜研究１＞ 児童用 IA測定ツールの標準化 児童用インプリシット感情尺度(Implicit Positive 
and Negative Affect Test for Children; IPANAT-C)の標準化を行う。本尺度は Quirin et 
al.(2009)によって成人用に開発された，インプリシット・正負アフェクト・テスト(Implicit 
Positive and Negative Affect Test; IPANAT)の基本的な考え方を踏襲し開発された児童版尺度
である。内田他(2014, 2016)では因子構造の確認，信頼性と妥当性の検証がなされた。しかし，



男子の INAの妥当性が未確認な状況にある。本研究では，潜在的な観点から詳細に捉えるため，
たとえば他の潜在連合テストなどを用い，妥当性検証を試みる。 
 
＜研究２＞感情教育プログラムの再作成 山崎他(2018)の基準を元に，賀屋ら(2020)に倣い，再
作成する。彼はトップ・セルフの理論をベースに開発された適応的なセルフ・エスティーム(Self-
Esteem: SE)を高める教育プログラムを，より学校現場で円滑に実施可能な形へと改訂した。例
えば，専門性の高い心理的アプローチによる教育方法などは動画が解説し，教師はその手順に沿
って実施すれば良いようにする等の方法を用いている。本研究では内田・山崎(2015)の小学校６
年生用の感情教育プログラム内容をベースに再作成する。 
 
＜研究３＞感情教育プログラムの実施による改訂状況の確認と再改訂 研究２で再作成された
教育プログラムを学校で実施する。その際，山崎他(2018)が指摘する基準のうち，①教員がわず
かな練習量で時間内に余裕をもって実施できる内容であること，②パワーポイントの操作など，
可能な限り教員の操作が容易な方法であること，の２点を特に留意してチェックを行う。その上
で，問題がある箇所の改訂作業を行う。 
 
＜研究４＞感情教育介入による情動焦点型コーピングの変容に及ぼす IAと EAの影響 児童の
IA と EA のベースと教育による変化が，感情教育プログラムによる情動焦点型コーピングの変
容への教育効果にどのような影響をもたらすのか，検証を行う。コーピングは児童用感情調整尺
度(内田・山崎, 2015)を，IAは研究１で標準化が完了する IPANAT-Cを，EAは児童用正負感
情尺度(Japanese version of the Positive and Negative Affect Schedule for Children; PANAS-
C, Yamasaki et al., 2006)を用い，測定する。 
 
＜研究５＞感情教育介入による IAと EAの経時的変化量がフォローアップまでの情動焦点型コ
ーピングや学校適応に与える影響 介入により IAと EAは変化すると予測されるが，その経時
的変化が教育後のコーピングや学校適応に及ぼす影響の検証は，長期的な教育効果を確認する
上で重要である。本研究では教育中間時点とフォローアップ評価を一ヶ月後に設定し，評価尺度
は児童用感情調整尺度，IPANAT-C，PANAS-C，そして楽しい学校生活を送るためのアンケー
ト Q-U(Questionnaire Utilities)を用いる。 
 
＜研究６＞感情教育プログラム実施における IA・EA 両感情状態の適用について：モデルプラ
ンの提唱 最後に，これまでの研究結果の総括として，児童の IA・EA両感情がいかなる状態に
ある場合，プログラムはどのような教育効果をもたらすのか，IA，EA，コーピング，適応の関
係からモデル化する。 
 
４．研究成果 
 
＜プログラム開発とその改定＞  学校予防教育プログラム「トップ・セルフ」(TOP SELF: Trial 
Of Prevention School Education for Life and Friendship)の理論をベースに開発された感情教
育プログラム「感情の理解と対処の育成」(内田・山崎, 2012)のうち，小学校６年生を対象とし
たプログラム内容をベースに改定を行った。山崎他(2018)やHunter et al.(2018)の指摘を受け，
教師が現場で実施しやすい形での作業や再作成作業を進めた。たとえば，賀屋ら(2020)に倣い，
教育内容はスライドがす
べてガイドしてくれる方
向で改定を進めた。その
ため，教材さえ準備出来
ていれば，事前の予習は
ほとんど必要のない形に
プログラム内容を改定す
ることができた。なお，そ
の成果の一部を国際学会
Uchida et al.(2019)にお
いて発表した(Figure 1)。
また，最終的な指導案等
も含めた詳細を内田・山
崎(2022)にまとめた。 
 

＜尺度＞  児童用 IA測定ツールの標準化を行った。ただし，コロナ禍による調査制限があった
ため，他の潜在連合テスト等との併存的妥当性等による構成概念妥当性の検証を断念し，因子構
造や信頼性の再検討を行った。その結果，先行研究と同様の因子構造，ならびに高い信頼性(潜
在的正感情:α=.837, 潜在的負感情:α=.732)が確認された。結果の一部を，内田・山崎(2024)
において公表した。 
 

 
Figure 1 プログラムの再作成について(Uchida et al., 2019より抜粋して掲載) 



＜プログラムの効果評価と改定＞ 
1) プログラム改定を目的とした教育効果測定 小学校 6年生 2クラスを対象に感情教育プログ
ラムを実施し，前後で EAと IA 尺度を実施した。有効回答数は 61 名（男子 32 名, 女子 29 名）
であった。教育前後の数値を比較した結果，EA と IA の各正感情において統計的に有意な上昇
がみられ，その効果を確認した(Fs (1, 59) = 6.82 and 4.54, p < .05)。また，EAの負感情において
も有意な傾向ではあったが，その低下傾向を確認した。また，学校現場からのフィードバックを
もとに，プログラムの再改定作業（研究３）を進めた。その結果，より質の高いプログラム内容
へと修正することができた。 
 
2) 感情教育介入による情動焦点型コーピングの変容に及ぼす潜在的・顕在的感情の影響 小学
校 5, 6年生の複数学校（有効回答者数 91 名）を対象に，感情教育プログラムを実施し，教育前
後で EAと IA 尺度を実施した。また，学習目標の達成度，ならびに感情教育介入による情動焦
点型コーピングの変容に及ぼす EAと IAの影響を確認するため，児童用感情調整尺度(URES-
C)の他者感情対応方略版もあわせて測定した。まず，教育前後の数値を比較した結果，教育前
に各変数の値が中央値以下（負感情は以上）であった児童において，すべての変数において有意
な効果が確認され，教育前より教育後の得点が高かった（各負感情の値は低かった）(Table 1)。 
 

Table 1 各変数の平均値と標準偏差（内田・山崎, 2024より改変して掲載） 

  教育前 教育後 t 値 

他者感情の同定 (n = 44)  8.80 (1.60)  9.61 (2.06) -2.42** 

他者感情の理解 (n = 38)  9.03 (1.99) 10.55 (2.73) -3.60** 

他者感情への対応 (n = 36)  8.25 (1.95)  9.36 (2.74) -2.46** 

EPA (n = 43) 31.40 (6.60) 35.05 (9.12) -2.25** 

ENA  (n = 47) 35.83 (7.25) 32.60 (9.60) -2.84** 

IPA         (n = 40)  5.09 (0.92)  5.74 (1.49) -2.53** 

INA         (n = 53)  8.07 (1.31)  7.55 (1.29) -2.61** 

EPA＝Explicit Positive Affect, ENA＝Explicit Negative Affect, IPA＝Implicit Positive Affect, INA＝Implicit 

Negative Affect, ** p < .01, * p < .05 

 
次に，教育効果が認められた児童の教育前の感情状態が URES-C各変数の向上へもたらす影
響を検討するため，階層的重回帰分析を行った。EAと
IAの各変数と，その交互作用を順次投入し，目的変数
はURES-C各変数とした。その結果，たとえば EAと
IAの各正感情とその交互作用項を投入した場合，他者
感情の同定において Step2 の決定係数は有意となり，
交互作用の有意な増分を確認した(ΔR2 =.12, p <.05, 
β = -.05)。単純主効果検定の結果，IAの正感情が低
い場合，EAの正感情が高いほど教育後の感情の同定の
高まりを確認した(Figure 2)。つまり，IAの正感情の
低さが後の教育効果を予測することが確認された。ポ
ジティブ感情はたとえば注意などの情報処理へ適応的
な働きをもたらすことが指摘されている(たとえば山
崎, 2006 のレビュー参照)が，潜在的感情も含めた検
証は測定法やネガティブ感情も含め，現在研究が重ね
られている段階である(たとえば稲垣, 2023 のレビュ
ー参照)。特に子どもを対象とした場合においては本研
究も含め，さらなる検証が必要だろう(内田・山崎, 2024)。 
 

3) プログラムの教育効果の持続性 小学校 6 年生を対象に，感情教育プログラムを実施した。
このうち，学校や児童の事情から，プログラムの内容を一部改変する形で実施した学校を除き，
分析を行った。最終的な有効回答者数は 63 名であった。測定尺度はこれまでと同様に EA，IA，
ならび学習目標を測定する合計 3 尺度を実施した。実施時期は，教育プログラム実施前後に加
え，持続効果を確認するため，教育実施１ヶ月後に測定した。なお，先のデータと比較するため，
教育前に各変数の値が中央値以下であった児童に的を絞り，分析を行った。その結果，負感情に
おいて EAと IAともに，持続した教育効果が確認された。また，有意な傾向ではあったが，IA

 
Figure 2 介入後の感情への同定に及ぼす 
潜在的ならびに顕在的正感情の交互作用 

(内田・山崎, 2024より抜粋して掲載) 
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の正感情においても持続した教育効果が確認された。ただし，EAの正感情ならびに学習目標に
おける持続効果は確認されなかった。特に潜在的な感情への持続効果が確認されたことは大き
な成果ではあるが，学習目標への効果についてはより持続的な効果を目指す必要があるだろう。 
 
＜普及を目指したモデルプランの構築＞ 
 現場での教育プログラム実施を推進するため、指導案、板書計画、ならびに授業教材一式をま
とめた DVDパッケージを作成した。また、プログラム実施による教育効果を希望する学校に対し
てその情報を提供できるように準備をした。また、プログラム実施に伴う相談等についてメール
や電話等で対応できる体制を整えた。連携の手段については、内田(2020)にその一部を掲載した。 
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